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平成9年 度 教育研究 員(特 讐活動)共 通研 究主題

一人一人の よさが生きる集 団活動 を通 して
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児童 の自主 的,実 践的な態度を育てる指導の工夫
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〈要 約 〉

特別活動 は,

(学 校 行 事 分 科 会) 20

望 ま しい集団活動 を通 して,児 童一人 一人が 自分の よさや可能性 を発揮で

きるよ うにす るとともに,友 達の よさを認 あ合え る場 を確保 し,学 級生活や学 校生活 をさ

らに向上 させよ うとす る自主 的,実 践的 な態度を育成 す ることが必要であ る。そ こで本年

度は上記の共通 研究主題 を設 定 し,児 童の側 に立つ指 導の工夫 を探 る ことと した。

研究の推進に当た っては,特 別活動の活動 内容 に則 して5っ の分科会 を構成 した。 各分

科会で は,特 別活動実践上 の課題 を踏 まえ,児 童の学ぶ姿を とらえなが ら指導の工夫 につ

いて研究 した。
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1研 究 の 大 要

共通研究主題

一人一人 のよさが生 きる集団活動 を通 して,

児童の 自主的,実 践 的な態度 を育て る指導 の工夫

科学技術 の進歩 と経済の発展 は,物 質的 な豊か さと便利 な生活を もた らしてい る。 その一方

では,核 家族化,少 子化,地 域 社会の連帯感の希薄化 な どの現象が生 じ,子 どもたちを取 り巻

く状況は大 き く変わ って きて い る。 この よ うな変化 は,子 どもたちが問題解決に向けて共 に活

動 しようとす る意欲の低下 や子 どもたち相互 の人間関係の希薄化 を招 き,集 団の中で一 人一 人

のよ さが生か されない状況 を生み出 している。

この よ うな中で,こ れか らの特別活動の指導 を充実 させてい くためには,そ の特質を踏 まえ,

子 ど もたちが 自 ら問題を発見 し,自 ら考え,主 体 的に判断 し,解 決 す るために必要 な資質や能

力 を育成す る ことが必要で ある。 さ らに,進 んで友達 と協調 し,友 達を思いやるよ うな心の教

育 を重視 し,子 ど もたちが進んで人間関係を広げ,深 めてい くよ うな集団活動 を具体 的に展開

しなければな らない。

以 上の ことか ら特別活動部会 では,望 ま しい集団活動 を通 して,一 人一人が 自分のよさや可

能性 を発揮 で きるよ うにす るとともに,友 達の よさを認 め合 い,自 分 たちの力で学級生活や学

校生活の充実 と向上 を 目指 そ うとす る自主的,実 践的な態度を育成す る ことが課題である と考

え,本 研究主題 を設定 した。

本研究主題 に基づ き,本 年度 は下記 の ことに重点をおいて研究す る ことと した。

・ 子 ど もた ちが問題意識 を もって取 り組 み,一 人一人が 自分のよさに気付 き,創 造力を発揮

しなが ら意欲的 に活動で きるよ うな場 の設定 や指導 ・支援,評 価 の在 り方を工夫す ること。

・ 望 ま しい集団活動を通 して,互 いのよさを認 あ合 い,高 め合 ってい くことがで きる人間関

係を育成す ること。

・ 一人一人が個性を生か しなが ら,役 割を分担 して活動で きる場 を確保 し,子 ど もたちの 自

己実現への支援の在 り方を追求す ること。

・ 意図的,計 画的 な指導の下 に,活 動内容 を精選す ること。

なお,各 分科会で は,次 のよ うな研究主題 を設定 し,共 通研究主題に迫 ることとした。

・学級活動低学年分科会 「みんなでやろ うよ!楽 しい学級活 動」

一 次の活動 にっなが る充実感 を,一 人一人が もて るよ うな支援 の工夫 一

・学級活動 中学年分科会

・学級活動高学年分科会

・児童会活動分科会

・学 校行事分科会

人 とのかかわ りを大切 に し,自 分づ くりを 目指 した学級活動

一 心のふれあい活動を通 して 一

自分の持 ち味を生 か し,み ん なでっ くる学級活動

一 問題解決力が育っ活動の工夫 一

全校でっ くる創造 的な児童会活動

一 代表委 員会 の活動 を通 して 一

よりよい自分に出会 える学校行事

一 一人一人のよさを伸 ばす ための工夫 一
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IIrみ ん な で や ろ う よ!楽 しい 学 級 活 動 」

次 の活動 につなが る充実感を,一 人一人が もて るような支援 の工夫

(学級活動低学年分科会)

1主 題設定 の理 由

低学年 の子 どもは,い ろいろな ことに興味を示 し,自 分が興味を もったことには,夢 中に

な って取 り組 む。反面,自 分 の思 い通 りに物事 が運 ばないと,急 に意欲が減退 して しまうこ

とも多い。 入学当初は,一 対一のかかわ り方をす るのがや っとだ った子 どもたちが,さ ま ざ

まな体験を通 して,集 団で活動す る ことの楽 しさを知 り,集 団で行動 しよ うとす ることが,

次第 に増えて くる。そ して,そ の中で,友 達 と協力す ること ・譲 り合 うことの大切 さを学 ぶ。

また,友 達の影響を受け,興 味の幅を広 げて い く。

学級活動 は,自 分た ちの学級生活 の充実 と向上を 目指 して 自主 的に行 う活動 であ り,子 ど

もたちの興味や 日常生活の小 さな気付 きを もとに展開 してい く活動で ある。子 どもたちが,

興味 を もって取 り組んだ ときに,「 や ったあ」 「や ってよか った」 とい う充実感や 「楽 しか

ったあ」という実感を もっ ことがで きたな らば,子 どもたちの活動 は,よ り意 欲的 ・主体的

にな って い くもの と思われ る。 このよ うな楽 しい学 級活動の体験を繰 り返 して い くことで,

「自分 たちの問題 は自分た ちで解決 して い くのだ」 とい う基本 的な姿勢や実践 的な態度が,

子 ど もたちに身 に付 いて い くであろ う。 そ して,友 達 とのかかわ り方や互 いのよ さを知 り,

徐 々に学級集団 としての高 まり も見 られ ると考 える。

そ こで,一 人 一人が充実感 を味わえ るよ うに支援を工夫 し,楽 しい学級活動を展開 して い

くことで,子 ど もの 自主 的,実 践的態度が育成 され る と考え,本 研究主題 を設定 した。

本 研 究主 題 の 「みん なで や ろ うよ 」 と 「楽 しい学 級 活 動 」を 次 の よ うに と らえ た。

ぼ くの 考 え と違 う み ん なが 賛 成 で き る

け ど ・ そ の に は ,ど う した ら

考 え もい いか な。 い いの か な。

学 級 会 で 相 談 して00さ ん,一 緒 に

み よ う。 仕 事 を しよ うね。

自分 た ちの 力 で

で きた。

もっ とや り た いな。

友達が喜んで

くれ た。

み ん なで

ま たや ろ う。
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2研 究仮説

「や ってみ たい」とい う小 さな意欲か ら活動が始ま る。 そ

の活動を通 して,次 へつ なが る充実感が生 まれ,そ れを新 し

い意欲 として また活動が始 まる。 この積み重ねの中で,活 動

の幅 や質 が高ま って いき,楽 しい学級活動 にな ると考えた。

そのたあには,次 の活動 につなが る充実感を一人一人が も

て るよ うに,支 援 して い くことが重要であると考え,次 の二

っの視点 か ら研究を進 めてい くことに した。

1活 動 における自分の役割がわか るための工夫

2互 いのよさを認 め合 うための工夫

自分 の役割がわか り,は っき りしてい くことで,こ の学 級

に所属 してい るとい う気持 ちが高 まり,心 理 的安定が生 まれ

る。また,友 達 とのかかわ りを通 して,互 いのよさを認め合

うことがで きれば,心 理 的充足が得 られ,新 しい意欲が生 ま

れ ると考え た。そ こで,研 究仮説 を次の ように設定 した。

甜 における

齢o館 が

わかるためO工夫

A

研 究 仮 説

活動 にお ける自分の役割がわか り,そ の活動を通 して,互 いの よさを認 め合 う実践 を重

ねて いけば,「 みんなでで きた」 「またや ろう」 とい う楽 しい学級活動にな るだろう。

3研 究 の視 点と手 だて

1活 動 におけ る自分の役割がわか るため 2互 いの よさを認 あ合 うための工夫

の工夫

① 一人一人 に役割 がある場 の設定 ① 友達 とかかわ り合 う場の設定

●活動内容の工夫 ● グループ構成の工夫

●小 グループの活用 ●活動場所 ・時間の工夫

●学級活 動 コーナーの設置 ●子 ど も同士の教え合 い

●学級活動 スケ ジュールの作成

●司会 グル ープの体験 ② 互 いの よさに気付 くたあの工夫

●活動後の振 り返 り

② 役割を意識す るための工夫 ●学校生活全体を通 しての

●学級活動 コーナーへの掲 示 「よ か った さが し」

●役割 グ ッズの活用 ●全員へ のよか った点の紹 介

●役割確認の声かけ

③ なかなかよさに気付かない子 どもへの

③ なかなか役割 を意識で きない子 どもへ 対応

の対応 ● よさに気付 かない子 ど もの把握

● グループ内での教え合 い ●教師の声かけ

●教師の声かけ ●気付 きへの賞賛
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4研 究 内容.,

実践事例1集 会名 「2の1ク イズ集会 を しよう」(2年)

〈活動の概要 〉

本時は,事 前の話 合い活動 を もとに集会活動の実践 を行 った。

以前行 った全校 集会での クイズ形式 を ヒン トに話合いを した結果,グ ル ープ ごとに三択

問題を出題す ることに した。例 えば,あ るグル ープの野球 クイズで は野茂選手 や松井選手

イチロー選手 にな って 出題 した。 そのために,名 札を作 った り動作 を入れて話 した りす る

な ど,い ろ い ろな ア イデ アや 工 夫 が 見 られ 芝 匙:魍

ト モ ら

た。 また,実 行 委 員 が 推 進 役 とな り,集 会 撫 ・、へ興 …

の 準 備 か ら進 行 まで 子 ど もた ちの 力 で進 め 護,:,

ていくことができた・ 騰 羅 撫/
、

互 いの よさを認 め合 う工夫 と して,集 会

の終末で 「ふ りかえ りカー ド」を書 き,感

想 を発表 し合 った。 さ らに,教 師の終末の

助 言で子 ど もたちが気が付か なか ったよさ

を賞賛 し 「学級活動 よか ったさが しコーナ

ー」に掲 示 した。

〈考 察 〉

視点1

構磯

騒 趣賑 函,

iロ',J　

簸鍵。 騨稜陣

葬謬 慧墾
刷璽薗自殴,

活動 におけ る自分の役割が わかるための工夫

善

騰 藷

齢

騰∴

本 事 例 で は,集 会 の 成 功 に 向 け て十 分 に話 合 いを 行 い,グ ル ー プ ご と に準備 を進 め た。

一 人 一 人 が 出題 者 にな る こ とで 全 員 が役 割 を もち ,協 力 し合 う こ とが で き た。 「ふ りか え

りカ ー ド」 の 「今 日の 集 会 は楽 しか ったで す か 」 の 項 目に クラ ス全 員 が 「楽 しか った 」 と

記 入 して い た。 これ らの こ とか ら,一 人一 人 が 役 割 を もち,協 力 す る こと に よ り楽 しい 集

会 に な った とい え る。

視 点2互 い の よ さ を認 あ合 うた めの 工 夫

活 動後 の 振 り返 りの場 で,「 楽 しい集 会 が で きて よ か った 」 「み ん な で 協 力 で き た」 の

感 想 と共 に,「 ○ ○ くん が,が ん ば って い た 」 「は じめ の こ とば の○ ○ さん が上 手 にで き

た 」 な ど,友 達 の よ さを 認 あ 合 う感想 が 多 く出 た。rふ りか え りカ ー ド」の 記 入 や 感想 を

発 表 す る場 を 設 け る こ と は,互 いの よ さを認 あ合 う点 で 有 効 で あ った。

実践事例2議 題 「給食 の時 間が楽 しくな る席を決めよ う」(2年)

〈活動 の概要>

2学 期 にな り,「 給食 の時間の席 をいっ もの生活班 によ るものではな く,自 分 たちで相

談 して決めた席に してみたい」 とい う案が 出された。 「普段 と違 う席 に座 ることで クラス

の友達 と もっと仲よ くなれ ると思 うか ら」 とい う理 由による ものであ った。学級 として初

めての取 り組みであ り,子 どもた ちは大変興 味を示 した。担任の以前の経験を話 して イメ

ージづ くりを した後,ど んな グル ープが考え られ るかア ンケー トを行 った。そ して,ア ン

ケー トを もとに同 じ考えの子 ど も同士が集 まり,グ ループ ごとに自分 たちの考えを発表す
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るための準備 を行 った。大 きな紙 にグル ープの作 り方 を書いた り自分 たちの考えの よい点

を紹介 した りして,そ れ ぞれ に工夫 して行 っていた。

本 時は,「 どんな グループで食べ たいか」を発表 した後,「 どんな グループが いいか」

を話 し合 った。その結果,好 きな人 同士が集 まって座 るという方法に決 ま った。

早速,翌 日にグループ決めを して,終 末 に実践 した。 自分 たちで決めたグループによ る

座 り方で過 ごす給食の時問 は,大 変楽 しか った様子で好評で あ った。

〈考 察 〉

視点1活 動 におけ る自分の役割がわ かるための工夫

今回の活動 は,子 どもた ちにとって初 めての取 り組みであ ったので,ど んな座 り方が考

え られ るのか担任がい くっかの例をあげなが らア ンケー トを取 る こととした。その段階 で,

担任 は自分の考えを もてな い子 どもを把握 する ことがで き,そ の子 どもが話合い に参加 す

ることがで きるよ うに対応す ることがで きた。 また,子 ど もたちは 自分 と同 じ考えの友達

がい ることを知 り,互 いの考 えを聞 いてお くことが で きたので,話 合いに意欲 を もって参

加す ることがで きた。

司会 グループ との打 ち合 わせは,な るべ く自分たちの力で最後 まで話合 いを行 うことが

で きるように,話 合いの進 め方 のマニ ュアルを もとに して十分 に行 った。手作 りのバ ッチ

をっ けた こと も手伝い,役 割を意識 して進行で きていた。

視点2互 いの よさを認め合 うための工夫

終末 に行 った 「ふ りかえ りカー ド」の記入 は,子 ど もたちが 自分 や友達 についての頑張

りや よさに気付 くよい機会 とな った。司会 グループの よさに触れ る子 ど もが多か ったが,

司会 グループ以外の友達の よさに気付 く子 どもも少 しずつ見 られるよ うになって きてい る。

5ま と め

(1)研 究 の成 果

・ 学 級 活 動 コー ナ ーの 設 置 や 役 割 グ ッズ の活 用 な ど ,役 割 を 自覚 で き るよ うな工 夫 を し

た こ とに よ り,活 動 へ の 参 加 意 欲 が 高 ま って きた。

・ 活 動 後 に記 入 した 「ふ りか え りカ ー ド」 な どを も とに し,教 師 が よ か った点 を全 体 に

紹 介 す る こ とで,子 ど もた ちの 中 に 友 達 の よ さを 見 付 け よ う とす る気 持 ちが 少 しず つ

育 って きて い る。

・ 「ふ りか え りカ ー ド」 の結 果 を ま とあ た り ,教 師 が子 ど もと一 緒 に活 動 した りす る こ

とを 通 して,一 人 一人 の実 態 を把 握 し,適 切 な 声 か け をす る よ う努 め て きた 。 な か なか

役 割 を 意識 で きな か った子 ど もや よ さ に気 付 か な か った子 ど もに,少 しず っ 変 容 が見 ら

れ つ つ あ る。

(2)今 後 の 課題

・ 互 い の よ さに 目を 向 け よ う とい う意 識 は高 ま って きて も
,「 よか った さが し」 の活 動

は 単 調 な もの に な りが ちで あ る。 今 後,よ さの 質 的 高 ま りを図 る た あ に,教 師 が い ろ い

ろ な よ さを認 め,そ れ を広 め る とい う努 力 を さ らに続 け て い くと と もに,新 た な 手 だて

も工 夫 して い く必 要性 を感 じて い る。
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皿 人 とのかかわ りを大切 に し,自 分づ く りを 目指 した学 級活 動

一一 心 の ふ れ あ い活 動 を通 して

(学級活動中学年分科会)

1主 題設定の理 由

中学年の子 ど もた ちは,知 りたい,や ってみ たいとい う好奇心 が強 く活動的であ る。交友

関係 も広が り,仲 間 と一緒 に行動す ることのお もしろさを求めてい く時期で もある。 また,

自分 な りの考え を もち始め,子 ど もらしい活力 のあ らわれ と して客観 的,批 判的 に物事を見

よ うとす る傾向 も出て くる。 しか し,気 の合 った仲 間 とのかかわ りは深 まるが,そ うでない

友達 の意見 は聞 けなか った り,素 直 に同意で きない こともあ り,学 級全体 と しての入間関係

はなかなか深 ま って いか ない状況 もある。 これ は,今 の子 ど もに見 られ る問題行動 としての

い じめや登校拒 否に もつなが って い くもの と考え られ る。そ して,そ の要因 は,家 庭や,地

域 社会 な どにおけ る子 どもの人 間関係の希薄化 に伴 って生 じる,人 とのかかわ りの未熟 さに

よ るところが大 きい。

子 どもたちはみんな一人一人違 う輝 きを もってい る。それぞれ違 う一人一人が互いに信頼

し合い,協 力 し合 う温 かい人 間関係が なければ,子 どもの学級 に対す る所属感 も薄 くな り,

そ こには当然,様 々な問題 が発生 して くる。 そこで,一 人一人の心の通 い合いがみんなの喜

び になるような学級の在 り方 が重要にな って くる。一人一人が 自分 のよさを学級の中で発揮

し,学 級 はそれを受容的な雰囲気で受 け止 め る。っ ま り,間 違 って も笑 われ ない,ば かに さ

れ ない,自 分の考えを表現すれば,み んなが受 け入れて くれ るとい うよ うな学級集団をつ く

って いきたい。 その たあには,ま ず,自 分 自身が自分の よさに気付 き,自 分 の ことを好 きと

いえ る子 ど もに して いきたい。同時 に,自 分 とは違 う立場や考えを もっ友達 がいる ことに気

付 き,違 いを認 あ,尊 重す ることがで きる子 どもに育て たい。 自分の よさを友達が受 け入れ,

認 め尊重 して くれ るよ うな 「心 のふれあい活動」を通 して,人 とかかわ る喜びや楽 しさを た

くさん体験 させ る ことによ り,こ うあ りたい自分を見付 け,さ らによりよい 「自分づ くり」

を 目指 す ことがで きると考 える。一人一人が 自分の もってい るよさを発揮で きれば,係 活動

に して も,話 合い活動 に して も,そ れ ぞれの活動 はより豊かな もの とな り学校生活の充実 と

向上に結びつ くであろ う。望 ま しい人 間関係 の育成が,子 どもたちに安 らぎと活動の意欲 を

引 き起 こす ことは間違いない。

以上の ことか ら本分科会で は,人 とかかわ り,心 がふれ あう喜びや楽 しさを味わえば 「自

分づ くり」を 目指 した学級活動がで きると考 え,本 研究主題を設定 した。

2研 究仮説

「心のふれあ い活動」を通 して,人 とかかわ る喜 びや楽 しさを味わえば 「自分づ くり」

を 目指 した学級活動 になるであろ う。
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3研 究 の視点

心 の ふ れ あ い 活 動

● グループ体験 を生か した人 とのかかわ りを通 して,心 理的結合 を強 ある。

●学級 の一 員で ある とい う所属感を深め る。

● 自分 はみんなのためにな って いるという自己有用感 を もつ。

視点1自 分 ら しさに気付 くための工夫

● 自分 自身を見っめ,自 己理解 を深 める。

● あるが ままの 自分を認 め 自己受容す る。

● 自分 な りの考えを もち,自 己表出意欲 を

高める。

視点2友 達を受 け入れ るたあの工夫

●互 いの違 いに気付 き,相 手意識 を もつ。

●友達のよさに目を向 け認め合い,他 者理解

を深め る。

●共感の気持ちを大切 に して他者受容で きる。

4研 究 の構想(主 題の とらえ方)

心 の ふ れ あ い 活 動

○全員参加で楽 しい集団体験活動 ○人 とのかかわ りを大切 にす る活 動

○相手を意識 で きる場,尊 重で きる場 を考えた活動 ○温 かな人間関係づ くりを目指

○ カウ ンセ リングの理論 に基づいた心を育て る活動 した活動

○ 自己開示によ って,共 通 の感情や気付 きを分か ち合え る活動

○ 自己理解や他者理解,自 己受容,自 己主張,信 頼体験の促進 をね らった活動

人 とのかかわ りを大切 に し,自 分づ くりを目指 した学級活動

◇ 自分の よさに気付 き,み んなの中で 自分を生 かせ る活動

◇ 自分 とは違 う立場や考えを もつ友達 に気付 き,尊 重す る活動

◇ 自分 のよさや友達の よさを認あ合 う,心 のふれあい活動

自 分 づ く り

○ こうあ りたい自分 を見付 ける。0友 達のいい意見を取 り入れてい く。

○ 自分を 「す き」 と言 える自分 にな る。 ○ 自分の悪い ところを反省 し,直 してい く。

○みん なの中で 自分 のよさを生かす。

○ 自分 とは違 う立場や考 えを もっ友達 に気付 き,違 いを尊重す る。

○ みん なの ためにな ることを して,喜 びを感 じる。

○ 自分 は この クラスの仲間だ とい う意識を もつ。

☆ 自分 のよさを友達が受入れ,認 あ,尊 重 して くれ るよ うな 「心のふれ あい活動」を通 し

て,人 とかかわ る楽 しさや喜びを体験す ることによ り,自 主的,実 践 的な活動の意欲 の

高 ま りが生 まれ る。
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5研 究内容

実践事例 題材 「友だちのいいと ころをさがそ う」(3年)

〈活動の概要 〉

子 ども同士 が友達 のよさに気付 き,ま た 自分のよさを認めて もらう,と い う経験を通 し

て,子 どもたちの豊か な人 間関係を育成 してい きたいと考え,設 定 した活動であ る。構成

的 グループエ ンカウ ンターの手法を取 り入れなが ら,本 時での経 験を今後の実践 活動 に結

び付けてい くとい う流れで,授 業を組 み立てた。

(1>自 分 らしさに気付 くための工夫

友達 のよさをカー ドに文章化 し,交 換 し合 う。その際,「 やさ しい」 「しんせっ」など

の抽象的な表現 だけで はな く,そ の根 拠 となる具体的 な事実 も明記す るよう助言を与 えた。

友達 が 自分 をど う見て いたか とい うことを知 る ことによって,今 まで気付かなか った新 た

な 自分 ら しさを発見 させた い と考えた。

(2>友 達 を受 け入れ るための工夫

互 いのよさを認 あ合 うことによって,友 達の助言を肯定的に理解 しよ うとす る心情 や態

度 を育て,さ らに実践 に結 び付けたい と考 えた。本時の活動 を実施す るに当た っては,前

もって1週 間程度の期間を と り,全 員で多 くの友達の よさを見付ける活動を行 った。 この

一連 の活動 を通 して,友 達 に自分のよさを認 めて もらう経験をさせ,自 分 も友達を肯定 的

に受け入れ よ うとす る受容的な態度を育てて いきた いと考えた。

(活 動 カ ー ド)

[ニ コ ー
あなたのいいところは、こんなところです。

し、し、と こ ろ ■ ntし も 匿くもそう0い 蟹サ

し、し、と こ二 ろ2 neし ち 曝くもぞう邑い蟹官

し、し、とi==ろ3 o匿 し塾 厘く6tう 璽い露す

・ ・ ・ ・ … 孚 冒 の δ り 伽 滝 り ・ ・

☆きょうの蓼6畳 ふりかえ,て 、あなにの翼縛ち畳●いてく隠さ馳.

茂たちの いいところに気づいた とき

臼分のカード蓬論んだと霊

i

曳

灘
★sxう 禦響したこと(捜 だちのいいところ憲さガモう)esと にレて.も っと
なかよしのクラスにする疋のに、これからどんな己と蚤し離らいいと8い 濃すか・
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〈考 察 〉 ,

カ ー ドの 中 に 「き ょ う学 習 した ことを も とに して,も っ とな か よ しの ク ラス に す るため に,

これ か らどん な こ とを した らい い と思 い ます か 」 とい う欄 を設 け た。 本 時 の 活 動 を今 後 の 実

践 化 に結 び付 け るた め の投 げ か けで あ る。 この欄 に次 の よ うな言 葉 を書 い た 児 童 が い た。

「 『友 だ ちの い い と ころ コー ナ ー』 つ くって,友 だ ちの いい と ころ を見 つ け た ら
.r友 だ ちの

い い と ころ コー ナ ー 』 に書 く。 」

この 活 動 を どの よ うに実 践 活 動 に結 び 付 けて い くか と い う こ とを考 え た と き,運 動 会,遠

足 な どの 学 校 行 事 に生 かす こ と ばか りに 意識 が 向 いて いた。 しか し,そ れ は大 人 の思 考 で あ

る。 グル ープ の 仲 間 と協 力 して 友 達 の よ さ を さが す,と い う この 活 動 を 通 して,子 ど もた ち

は 「も っと こん な活 動 を した い」 「も っ となか よ しにな るた めの くふ うを した い 」 とい う意

識 が 芽 生 え て きた。2学 期 の 学 級 目標 で あ る 「なか よ しの クラ ス 」を っ くって い くため の 活

動 の 一 っ と して 本 時 を位 置 付 け,子 ど もの 自主 的 な 活 動 に結 び付 けて い くとい う こ とが 重 要

な視 点 で あ る。

ま た,活 動 の 成 果 を今 後 に生 か す とい う意 味で,「 よ さ さか し」の 活 動 が,友 達 と協 力 し

て 行 わ れ た とい う こ とに意 義 が あ った と考 え て い る。

6ま とめ

(1)研 究の成果

心のふれあい活動

・ 「心のふれ あい活動」 とい う集団活動 を通 して
,子 どもたちの心が育ち,「 自分づ くり」

を 目指 すよ うになる とと もに,所 属 感や心理的結合が強ま り,よ りよい生活 を築 こうとす

る自主的 ・実践 的な態度が育 って きた。

視点1自 分 らしさに気付 くための工夫

・ 自分 らしさや 自分の よさに気付 き
,自 分 を好 きにな るよ うな 「心のふれあい活動」を通

して,自 分の行動 に も自信がつ き,自 分の よさをいろいろな場面で生か して い こうとす る

意欲が出て きた。 そのため,学 級 の活動 も豊か にな り,活 動の広が りも見 られた。

視点2友 達 を受 け入れ るための工夫

・ 友達 らしさや友達のよ さを認 めて受 け入れ るよ うな 「心のふれあい活動 」を通 して
,学

級内に受容的 な雰囲気が生 まれ,信 頼関係が深ま って きた。そのため,み ん なのために頑

張ろ うとい う意識が育ち,学 級 の活動 に自 ら進んで取 り組む子 どもが増 えて きた。

学級活動を展開す る上で も基盤 とな って くるのは,学 級 内の人間関係であろ う。今回の研

究 を通 して,学 級内 に望ま しい人 間関係 を育てていけば,話 合い活動に して も,学 級集会活

動 に して も,係 活動 に して も,よ り活発 によ り豊かに展 開す るようにな り,ま た,み んなで

活動 す ることへの喜 び も大 き く,意 欲 も高 まるよ うにな ることが明 らかになった。

(2)今 後の課題

・ 学級の実態や育てたい児童像 に合 った,さ まざまな 「心のふれあい活動 」の展開の仕方

を探 って い く必要があ る。
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IV自 分 の 持 ち 味 を 生 か し,み ん な で つ くる 学 級 活 動

問 題 解 決 力 が 育 つ 活 動 の 工 夫

(学級活動高学年分科会)

1主 題設定 の理 由

高学年 になる と,学 級活動 にお いてみんなで活動す ることが楽 しいとい うだけでな く,全

校 におけ る立場 を意識 して,み ん なの役に立 ちたいと感 じてい る児童が増えて くる。 また,

話合 いを楽 しみ に し,大 切 に して いこうとす る態度 もみ られ るよ うになって くる。

しか し,児 童 を取 り巻 く今 日の社会的背景を見 ると,多 様な情報が供給 され るのに伴 い,

さまざまな知識 を得 ることがで きる反面,疑 似体験の増加 によ って直接体験が不足 し,人 間

関係 が希 薄にな って きて いる といえ る。

本 分科会 で行 った学級活動 にっ いての実態調査 によると,身 近 な問題 に気が付かなか った

り,気 付 いて もそれを 自分の もの として とらえ られ なか った りす る傾 向が児童 に見 られ た。

また,自 分 の思 いを うま く表現で きない児童 も少 な くない。学級集 団にお いて は,思 いが あ

りなが ら周 りを気 に して発言で きない場面 な どもみ られ る。 これは自分 に自信がなか った り,

あ るがままを認 め合 う集団 としての温か さに欠 けて いた りす ることが影響 してい るので はな

いか と考え られ る。

研 究を進 め るに当た って,今 日の社会的背景 と,高 学年児童の特性,各 学級の実態調査 に

基づいて,目 指す 児童像,目 指 したい学級集団にっいて以下のよ うに考え た。

目 指 す 児 童 像

1主 体 的に判 断 し,活 動す る子

2自 分の持 ち味を理解 し,発 揮す る子

3友 達 の持 ち味を理解 し,尊 重す る子

目指 したい学級集団

1支 持的風土 があ る学級集団

2生 き生 きと活 動する学級集団

3共 に高 まろうとす る学級集団

これ らを実現 す るためには,児 童一人一人が 自分のよ さや独特の味 に目を向ける こと,ま

たそれを生 かすには,学 級 の成 員の間に信頼 と支持の気持 ちが通 い合 う雰囲気を育て ること

が必要であ る。そ こで前者を 「持ち味」,後 者 を 「支持的風土 」 とし,研 究を進め る上での

キ ーワー ドと した。

さ らに,「 問題 に気付 く ・それを共有す る ・みんなで話 し合 う ・実践す る ・振 り返 る1と

い う一連の活動の流れの中で,自 己実現 して い く力を学級活動における 「問題解決力」 とと

らえた。一人一人が 自分の持 ち味を生 か しなが ら,問 題 解決を繰 り返 して い く中で,共 に活

動す る喜 びを味わえ ると考え,本 研究主題 を設定 した。

2研 究 主 題 につ い て

本 分 科 会 で は,「 持 ち 味 を生 か す 」 「み ん なで つ くる」 を以 下 の よ うに と らえ,主 題 に迫

って きた 。
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▼

持 ち味を生かす

・自分の持 ち味を理解 し,場 面 に応 じ

て それを発揮す ること

・友達の持 ち味を理 解 し,そ れ を認め

て互 いに高 あ合 うこと

→

E一

みん なでっ くる

・問題解決 を繰 り返 しなが ら

喜 びを共有 し,

個や集団が高ま ってい くこと

自分の持 ち味を生 か しみん なでっ くる学級活動 とは

・互 いを理解 し支持 し合 いなが ら自分の持 ち味を生かす活動

・問題解決 を して い く一連 の活動を通 して喜 びを共有す る活動

学級活動 にお ける問題 とは,指 導書 に

よれば,

◎一人一人が心掛 ければ解決す ることで

はな く,学 級の児童全員が協力 して取

り組 まなければ解決で きない こと

◎個 々に応 じて実践 され る ことが多いが,

学級の児童に共通 している問題で,児

童 による話合い活動を取 り入れ,解 決

す るのが望 ま しい と思われる こと

とあ る。

そ こで本分科会で は,

・学級 文化を豊か にす るたあの こと

・人間関係の向上 にかかわ ること

を問題 ととらえた。

学級活動の一連 の活動の流れの 中で問

題を解決 し,自 己実現 を重ねて い く。そ

の積み重ねが一人一人の豊 かな人 間性を

育 み,問 題解決力 はさらに高ま って い く

と考 えた。(図 参照)

学級活 動が この ような もの と して充実

すれば,目 指 す児童像,目 指 したい学級

集団 に近付 くであろ う。

↑

問題解決力の高 まり

↑

五角形の面は,個

が集合 した集団を

表す

個沿 個

↑

A問 題に気付 く

B:そ れを共有する

C:話 し合う

D:実 践する

E:振 り返る
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3研 究仮説 と研究の視点

研 究 仮 説

互 いを理解 し支持 し合 う指 導や,問 題解決 を してい く一連 の活動 を通 して喜 びを共有す

るた めの指導を工夫すれば,自 分の持 ち味 を生か し,み んなでつ くる学級活動 になるであ

ろう。

研 究 の 視 点

視点1互 いを理解 し支持 し合 うための工夫 視点2問 題解決を してい く活 動を通 して

喜 びを共有す るための工夫

互いの持 ち味を理解 し,支 持 し合 うため に

は共通のめあてを もって活動 す ることが大切

であ る。児童はその活動 の場 で相手の気持 ち

や立場を察 しなが ら互 いに助 け合 い,認 め合

い,励 ま し合 う。教 師はその活動 を見守 り,

肯定的 に評価す る。 このよ うな活動 を積み重

ねて い くことが必要であ る。

問題解決 を して い く活動を通 して喜 びを

共有するためには,「 問題 に気付 く ・それ

を共有 す る ・みんなで話 し合 う ・実践す る

・振 り返 る」 とい う一連の活動 を繰 り返す

ことが大切 である。 その活動の中で,児 童

一人一人 が得 た達成感や満足感 は集団へ と

広が り,み ん なの喜 びとな る。 そ して それ

は次への意欲 とな って い く。 このよ うな体

験を繰 り返 す ことがみんなでっ くる学級活

動 とな り,集 団 としての問題解決 力が高 ま

ってい くことになる。

研 究 の 方 法

1
共通 どんな クラスに したいか とい う思 いや願い について話 し合 う

→ 今 あ る問題 に気付 く → 議題化

、議題の掘 り下げi ○学級活動全体を通して見守る 問題 意識 の掘

り起 こし共通

・互いを認 あ合 うための 自己評価 ・相互評価

・個の振 り返 りを全体 に広げ るための支援

・児童の持ち味を見取 った肯定的評価

・集団の質的向上 を見取 った肯定的評価

話合いに

向けて の

情報提供

司会 グループを

支 える受容的態度

活動の質的向上i

話合い活動や実践の活性化i

T

決 まった ことを

実践す るための

支援
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4研 究内容

実践事例1 議 題 「クラ スの マ ー クを 決 め よ う 」(5年)

視点1互 いを理解 し支持 し合 うための工夫

(1)「 どん な ク ラス に した い か と い う思 い や願 い につ い て話 し合 う

→ 今 あ る問 題 に気付 く→ 議 題 化 」す る た めの工 夫

学 年 の 初 め に,「 どん な クラ ス に した い か 」 とい う思 い や願 い につ い て話 し合 い,そ れ

を も とに ク ラ スの め あ て を決 め た。 「ク ラスの マ ー ク」 を話 し合 う中 で,ク ラスの め あ て

は,「 ク ラ スの 持 ち味 」 と して と らえ られ,マ ー クを 決 めて い くため の理 由 とな った 。

(2)「 議 題 の 掘 り下 げ 」 の た あの 工 夫

計 画 委 員 会 の 活 動 の 中 で,「 何 の た め に話 し合 うの か 」 を具 体 的 に考 え させ るよ うに し

た。 「話 し合 った 後,ク ラ ス は どの よ うに よ くな るの か 」 な ど の観 点 を 示 し,め あて と し

て カ ー ドに記 入 す るよ うに した。 この こ とで,議 題 に深 ま りが 見 られ,自 分 の意 見 の 理 由

付 けが しや す くな った。

(3)「 司 会 グル ー プを 支 え る受容 的態 度 」 を 育て る た めの 工 夫

司 会 グ ル ー プ は輪 番 制 と し,誰 もが 経 験 で き る よ う に した。 進 め 方 に 困 った と き は,

「ど う進 め た らい いで す か 」 と司会 か ら聞 いた り,気 が 付 いた 児 童 が助 け る発 言 を した り

した と きに賞 賛 す る よ うに し,司 会 だ け に責 任 を負 わせ な いよ うに した。 この 結 果,誰 も

が 安 心 して 司 会 が で き るよ うに な った。 また,「 柱 の順 番 を 変 え る」 「違 う意 見 の共 通 な

と ころ を探 す 」 な ど進 行 を 助 け る発 言 が 多 く見 られ た。
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実践事例2議 題 「ドッジボ ール大会の計画 を立てよ う」(6年)

視点2問 題解決 を して い く活動を通 して喜 びを共有す るたあの工夫

○ 「活動の質 的向上 」を 目指すたあの工夫

児童 は,話 合 い活動 にお いて生か して いけそ うな問題解決の たあの知恵を 「ちえぶ くろ」
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場面で は,プ ログラムに 「メダル渡 し」

1試 合の時間を計算 して,時 間内にすべてが実施 で きるよ うに工夫 す る場面 も見 られた
。

実践事例3集 会活動 「スポーツ レクを しよう」(5年)

と名付けた紙 に警 き,学 級活動 コーナ ーに掲示 して いる。

前回の野球大会の実践では,プ ログラム係 がメダルを渡 す

項 目を入れ なか った ことで,せ っか く作 ったメダル と賞状

が渡 せなか った。 また,時 間内 に終わ りの言葉が入れ られ

ず,準 備 した係の児童が生か されなか った。

そ こで今回 は,「 野球大会での失 敗を生か して話 し合 お

う」 とい うめあてをたて,話 合いに臨んだ。実際の集会の

という項 目が入れ られていた。 また,ル ール係が

視点1互 いを理解 し支持 し合 うための工夫

視点2問 題解 決を してい く活動を通 して喜 びを共有す るたあの工夫

○ 個 の振 り返 りを全 体 に広 げ る ため の 支援

「ふ だ ん遊 ん で な い友 達 と仲 よ くな ろ う」

とい う話 合 い の め あて の もと,種 目を決 め る

の に,3回 の話 合 い を要 した。 ゴ ロベ ー ス と

野 球 を 「合 体Jさ せ た 「ゴ ロ球 」 に決 ま り,

ゆ と りの 時 間 を使 って 実 施 した。 そ の後,感

想 カ ー ドを書 き,「 友 達 の 持 ち味 」 に つ いて

ま とめ た もの を 学 級 活 動 だ よ り に掲 載 した。

全 員で 読 み 合 うこ とで,今 まで 気 付 か な か っ

た 友達 の持 ち味 を知 り合 った 。

ξ静差「だ よ4/5-2

'ヌ 瀦 一 ン 〃 ク ノ1。 月川1{磁 時)

～感娼 か に～_感 想 ・か ド～

猟 角鋤 のみり持ガ

ー
冴てそういう踊肥てもるへ

撫 叡 し㈱ け

一

1鐙 露
,

甑 酔 耳ヌし】導=こね先盆 翔 署

一

ζ言、'ζ《・池㎞ で塑)篭鼓

一

し紀惑杞少しλポーシ

韓 も譲

5ま とめ

(1)研 究の成果

① 自分の持 ち味が認め られ ることによ って集団の中で 自信 を もって活動 しよ うとす る児

童が増えて きた。

② 一連の活動の流れを意識 した学級活動 カー ドがで き,そ れを活用す ることによ り,互

いを理解 し支持 し合 う雰囲気が感 じられ るようにな った。

③ 活動の様子を肯定的に見 ることがで きる児童が増 えて きた。

④ 何の ため に話 し合 うのかを具体化す ることによ って一連の活動の方 向性が 明確 にな り,

問題解決力が高 まって きた。

(2)今 後の課題

① 適切な振 り返 りがで きるよ うに学級活動 カー ドを改善す る。

② 「問題 に気付 く」 目を育 てるたあの手だてをさ らに工夫す る。

③ 児童の持 ち味を意識 し,個 や集団が質的によ り高 まるための肯定 的評価を工夫する。

④ 「問題を共有 す る」 「振 り返 る」時間をで きる限 り確保す る。
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V全 校 で つ く る 創 造 的 な 児 童 会 活 動

代表委員会の活動を通して

(児童会活動分科会)

1主 題設定 の理 由

子 どもたちは,「 学校を楽 しくしたい」 「いろいろな友達 と仲 よ くしたい」 とい う潜在的

な願いを もっている。 しか し,そ の願 いは,児 童会の活動を通 して 自分た ちで実現 できる も

のであ るとい う意識 を もつ児童 は少ない。 また,代 表委員や児童会役員を経験 した ことのあ

る児童の ほとん どが 「や りが いがあ った」 「みん なの役 に立ててよか った」 と感 じているに

もかかわ らず,他 の児童 には代表委員会の活動が十分 に見えていない とい うことが,本 分科

会 に所属す る研究員の学校 での実態調査か ら明 らかにな った。

児童会活動のね らい は,「 児童会活動 という望ま しい集団活動を通 して,一 人一人の児童

が学校の一員 と しての 自覚を高め,集 団の 中で 自己をよ りよ く生かすための能 力を培 うこと」

にあ る。児童会活動 は,学 級や学年 とい う身近 な集団を超えて全校児童が協力 し,自 分 たち

の学校 を,よ り楽 しく,豊 か な生活を送 る ことので きる場に して い くための ものなので ある。

今 日の子 どもたちは,大 勢で夢 中にな って遊ぶ とい うことがあま りな く,年 齢を超えた仲

間集団や,い ろいろな タイプの友達 とかかわ るよ うな経験が非常に乏 しい。同時 に,仲 間 と

協力 し合 った り,葛 藤を味わ った りしなが ら自分の頭 で考え,自 分たちの手で物事 を解決 し

て い くよ うな経験 も,普 段 の生活 の中で は しづ らくな って いる。 もとより多 くの子 ど もた ち

が集 ま り,日 々自分た ちの問題の解決 に当た ってい る学 校生活 こそが,真 に豊 かな子 ど も集

団をっ くる ことがで きる場であ り,全 校児童 という大 きな異年齢集団で活動す る児童会活動

は,最 もダイナ ミックにそれ らが実践で きる場 なのであ る。

児童会 の活動 に,自 分 たちの願 いや考えが生 かされて いるとい う実感を もっ ことがで き,

児童会が 自 らかかわ りた くなる魅力あ るものになれば,児 童会活動 を自分 たちの もの と して

と らえ るようにな るだろ う。 そ して,児 童会活動 に自分 たちの工夫 を生 か して いけることを

知 った とき,一 人一人がそれぞれの持 ち場で,さ らに新 しい工夫を加えてい くだ ろ う。みん

なで協力 し合 いなが ら,試 行錯誤 を繰 り返 し,失 敗や苦労 を乗 り越えや りきった とき,み ん

なでっ くりあげる創造的な児童会活動 となる もの と考 えた。

以上 の ことか ら,本 研究主題を設定 し研究 を進あ ることに した。

2研 究 仮説 と研究 の視 点

(1)研 究仮説 にっいて

一人一人の もっ多様 な発想 や,各 学級で話 し合われ た意見を,そ のまま活動 に取 り入れて

い くことは難 しい。 しか し,自 分 たちの考えが どのよ うに取 り上げ られ,生 か され たかを知

る ことは,児 童会への期待感を高あ,自 分たちがそ こに参加 してい る実感 を もつ ための有効

な手だて となるであろ う。

また,児 童会活動は構成集団が 大 きいため,と もすれば既存の活動の枠 を超え るのが難 し

い。 しか し,代 表委員が全校 みん なの発想を生か し,創 意工夫を重ねて活動をつ くりあげ る
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機会 を少 しで も多 くもつ ことがで きたな ら,代 表委員 が もちえ る充実感や喜 びを全校みんな

に広 げることがで きるであろ う。

以上の ことか ら,次 の研究 仮説 を設定 した。

研 究 仮 説

一人一人の願いや考えを大切 に し
,互 いの創意を生 か し合 ってつ くりあげて いけば,

みんなが活動の喜びを味わえ る児童会活動 とな るであろ う。

ここで は,活 動の喜 びを,r全 校でつ くる創造的な児童会活動』を 目指 した過程の全てか

ら味わえ る様 々な喜び ととらえた。活動の喜びを味わ う体験の積み重ねを通 して,そ れぞれ

の喜 びを得 る力を育て ることがで きるので はないか と考 える。

全 校 で っ く る 児 童 会 活 動

盤
のU

・活動に参加 して楽 しむ

喜び

・自分の願いや考 えが取

り入れ られ る喜 び

・自分 の 役 割 を もち ,よ りよ

い活 動 を っ くって い く喜 び

・自分 の 役 割 を果 た し,役 に

立 て る喜 び

・みん なで協力 し合 って

一人で はで きない大 き

な ことをや りとげ る喜

び

・それぞれの役割の大切

さを認め合い,創 意工

夫 しなが らともに活動

をっ くって い く喜 び

v」

誌

・与え られた仕事 をや り

とげ る喜び

・自分の意見が生 かされ

る喜び

・知 恵 を 重 ね合 い ,よ りよい

活 動 を つ くって い く喜 び

・役 割 を 果 た し
,全 校 児 童 に

喜 ん で も ら う喜 び

1創 造 的 な 児 童 会 活 動

(2)研 究の視点 について

全校でっ くる児童会活動 とす るためには,全 ての学年の児童が,そ の発達段階に応 じて,

自分 たちが参加 して いる実感の もて る活動 に して い くことが必要で あ る。 そのた あには,一

人一人 の考えや,学 級の話合いか ら出て きた意見を最大限 に活動 に反映させ,ど の学年 の児

童 も興味 を もち,楽 しく参加で きるものに して い くことが大切である。

創造 的な児童会活動 にす るため には,互 いの創意を生か し合 うよ うな代表委員会の話合 い

にな ることが必要で ある。代表委員が個人 や学級か ら出された意見 を生 か し,互 いの意 見の

よ さを認 め合 いなが ら実践への見通 しを もった話合 いをす る。そ して,新 しい発想にみん な

の工 夫を加 えて,実 現 に向 けて形づ くってい く。 その過程で互いの創意 を生か し合い,つ く

りあげてい く喜 びを味わ うことがで きるであろ う。

そ こで,次 の2つ の視点 と手だてを設けて,研 究 を進 めることに した。
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視点1一 人 一人 の願 いや考えを大切 にする活動の工夫

・個人の考 えを大切 にす る活動

・学級の意見 を大切 にす る活動

・異学年の願 いや考 えを大切 にす る活動

視点2互 いの創 意を生か し合 ってつ くりあげる活動の工夫

・それぞれの意見のよさを認 あ合え る話合 い活動

・見通 しを もち意見 を出 しやす い話合い活動

・創造的な活動が実現で きるための支援

3研 究 内容

実践事例1活 動 「第2回 板 リンピックイ ン代 々木 を成功 させよう」

一人一人の願いや考 えを大切 にす る活動の工夫

・個人 の考えを大切 にす る活動

・異学年 の願 いや考えを大切 にす る活動

互 いの創意を生か し合 って つ くりあげ る活動 の工夫

・創造的な活動 が実現で きるための支援

〈活 動 の 概 要 〉

昨 年 度,本 校70周 年 を記 念 して 行 われ た 「板 リ ンピ ッ ク」を,今 年 も実 施 す る こ とにな っ

た。 今 年 度 は,ロ ング集 会 と全 校遠 足 を一 緒 に実 施 す る こ とにな った た め,場 所 を体 育 館 か

ら代 々木 公 園 へ と移 し行 う こと にな った。 全 校 児 童 へ の ア ンケ ー トを も とに種 目 を決 め,参

加 チ ー ムの 縦 割 り班 ご とに 「もりあ げ るた め の工 夫 」 を 出 し合 い,代 表委 員会 で話 し合 った。

そ して 児 童 一 人 一 人 が チ ー ムの 代 表 と して種 目に参 加 した り,役 割 を もっ こ とが で き るよ う

工 夫 した。

〈考 察 〉

6年 生 が,1年 生 一 人一 人 に種 目の 希 望 の 聞 き取 り調

査 を行 った り,「 もりあ げ る た めの 工 夫 」 を縦 割 り班 ご

とに話 し合 った りす る こ とに よ り,個 人 の 考 え の 吸 い上

げ や異 学 年 へ の 配 慮 を 行 った。 ま た,話 合 い の 前 に,代

表委 員 と共 に代 々木 公 園 へ集 会 の場 所 を 下 見 に行 く こと

で 「板 リ ン ピ ック」 実 現 に 向 け ての イ メ ー ジが よ りは っ

き り もて る よ う に な った 。 み ん な が 楽 しみ に して い た

「板 リン ピ ッ ク」 で あ るが,事 前 の様 々な 工 夫 に よ り,

全校 児 童 は 当 日参 加 して 楽 しむ だ けで な く,一 人一 人 が

役割 を もち集 会 を っ くりあ げ て い く活 動 の 喜 び を 味わ う

こ とが で きた。 また,代 表委 員 は,知 恵 を 重 ね 合 い,創

意工 夫 しなが らと もに活 動 を つ く って い く喜 び を 味 わ う

こ とが で きた。
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実践事例2活 動 「イ ラス トコンクールを しよ う」 ・・

一人一人の願 いや考 えを大切 にす る活動 の工夫

・個人の考えを大切にす る活動

互 いの創 意を生 か し合 ってつ くりあげ る活動の工夫

・見通 しを もち意 見を出 しやす い話合い活 動

〈活動の概要 〉

計画委員会の発案 によ り,代 表委員が主体 とな って計画 ・実行 して い くことにな った。 テ

ーマを決め,全 校 にイ ラス トの応募 を呼びかけた。作品の掲示,感 想用紙の作成 と配布,賞

の設定か ら授与,そ して,全 ての広報 ・宣伝活動 まで,自 分たちの手 による初めての イベ ン

トとな り,は りきって活動す る姿が見 られた。

〈考 察 〉

個人参加 の形 を とったイベ ン トであ ったが,日 頃,代 表委員会 とは密接 にかか わる ことの

で きない低学年児童 か らも多 くの参加を得 る ことがで き,全 校の関心の高 さが感 じられた。

イラス トが掲示 して ある廊下 には多 くの児童が訪れ,他 学年 の児童の作品について も感想を

言 い合 った りす る場面が見 られた。 また,ア ンケー ト調査か ら,来 年 もや りたいという声が

多 く聞 かれ,個 人の考えを大切 にす ることで 児童会活動への参加意欲 も高ま ることが確かめ

られ た。

4ま とめ

(1)研 究の成果

視点1一 人一人の願いや考えを大切 にす る活動の工夫

○ 全校児童 によ る直接投 票を行 った り,出 された意見や話合 いの経過がわか るよ うな広報

活動を行 うことで,参 加 してい る実感や っ くりあげ る喜びを もたせ る ことがで きた。

○ 学級の枠 にとらわれず,縦 割 り班 などで話 し合 った りす ることによ り,お 互いの願 いや

考えを大切 にす ることがで きた。

視点2互 いの創意を生か し合 ってつ くりあげる活動の工夫

○ 集 め られ た意見を事前 に掲示す る,話 合いに役立っ前年度の資料を準備す る,話 合いの

めあて を明確 にす るなどにより,見 通 しを もって話合 いをす ることがで きた。

○ 休 み時間の活用や個人参加 などを取 り入れ ることによ り,児 童会活動 の間 口が広が った。

(2)今 後 の課題

○ 事前 のア ンケー トや感想 に書かれた児童の様 々な活動の喜びを,全 校で共有 し合 った り

確 かめ合 った りす る場を もて るように工 夫 していきたい。

○ 全校 にかかわ る児童会の時間の確保が難 しくな って きてい るが,休 み時間 自由参加や自

由投稿,個 人エ ン トリーや有志参加 など,一 人一人を対象 に した児童会の活動が工夫で き

る ことがわか って きた。内容や方法 にっいて さ らに工夫を重ね,検 討 して いきたい。

○ 活動のね らいや流れ にっいて,教 師間で共通理解を図 り,そ の活動が次の どんな活動 に

っ なが るのか,見 通 しを もった上での協力 を得 られ るように して い きたい
。
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VIよ り よ い 自 分 に 出 会 え る 学 校 行 事

一人一人のよさを伸ばすための工夫

(学校行事分科会)

1主 題設定の理 由

学校行事で は,一 人一人の子 ど もたちが集団活動 を通 して,多 様 な場面で 自分 のよさを発

揮 する活動がで きる。 さらに 自己を伸ば し,互 いの努力を認め合 お うとい う意識 が生 まれ,

豊 かな人間性を育んでい くことがで きる。

従来の学校行事で は,各 行事 のね らいを踏 まえた上で,子 どもたち同士 に,よ り大 きな感

動体験 を味わわせ る指導 ・支援 の工夫を行 って きた。 それ によ って,子 ど もたちは所属 感や

連 帯感,有 用感や成就感な どを味わ って きたといえる。

しか し,本 分科会で は,一 っの行事で子 ど もたちに有用感や成就 感などを味わわせて い く

だけではな く,一 っ一っの学校行事 のっ なが りの中で,自 分のよ さや友達の よさを感 じさせ,

学 校生活 の中で さ らにその よさを伸ば して い く指導 ・支援が大切であ ると考え た。

っ まり学校行事 の中で,児 童 は 「よ りよい自分」を 自覚 し,そ れを次の行事で生か し,発

展 させてい くと考え,本 研究主題を設定 した。

2研 究仮説 と研 究の視 点

(1)研 究仮説

自主的,主 体的な集団活動 を通 して得た 自分の よさを,次 の行事 に生かすための工夫をす

れ ば,一 人一人がよ りよい自分 に出会え るであろ う。

(2)研 究の視点

① 感動体験を共有す るための工夫

② 一人一人の よさを次の行事 に生かすための工夫

分科会主題 との関連で 「自分のよさ」 「感動体験の共有」 「よ りよい自分」を次のよ うに

とらえた。

自分の よさ

他(集 団)と のかかわ り

におけるよさ

例

・責 任 あ る仕 事 を嫌 が ら

な い。

・精 一杯 行 う。

・友達 を励 ます ,応 援 す

る。

・自他 の 意見 を ま とめ生

か そ う とす る。

感動体験の共有

個 と集団が相互 に働 きかけ

合いなが ら,価 値あ る楽 し

さを見付 け認 め合 うこと

例

・私 の頑 張 りが み ん な の

役 に立 った。

・み ん な の応 援 が うれ し

か った。

・み ん な が ま とまれ た 。

・予 想以 上 に よ くで きた 。

よりよい 自分

一歩成長 した と感 じられ

る自分

例 一

・真 剣 に考 え よ う とす る。

・活 動 の 先 頭 に立 つ。

・進 ん で 行 お う とす る。

・友 達 を 思 い や る言 葉 が

け をす る。

・見 通 しを もって 考 え る

よ うに な る。
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(3)研 究 の 手 だ て

視点1

感動体験を共有す るための工夫

]二]マ 駕漏 葡
事 前 の 活 動

・イ メ ー ジを もた せ る。

・意 欲 を 高 め させ る。

・子 ど もの 思 い を生 か す。

行事 に生かせる 自分 のよさを

想起 させる。

・個人のめあてをたてさせ る。

・集団の 目標 をたて させ る。

・事前の活動 におけ る互 いの

変容を認 め合わせ る。

当 日

・励 ます

・支 え る

⇒

・賞 賛

一 ■一 ●一 ■ ・ ●

事 後 の 活 動 事 前

1

分 のよさに気付かせ る。 よ

(個人評価) り 次

いの よ さ に気 付 か せ る。 よ の

(相互評価) い 行

自 事
体験 の共有 ⇒ ⇒

分 へ

学年への賞賛1に

出

の行事への意欲 を高 めさ 会

る 。 う

3研 究内容

実践事例1「 運動会 」か ら 「移動教室」へ(6年)

(1)行 事問をっな ぐ

・運動会において一人一人 にめあてを もたせ,仕 事や役割,演 技 などに進んで取 り組 ませ

る。その中でお互 いの よさを認め合わせ,努 力の過程 を大切 にさせ る。

・運動 会で得た 自分の よさを自覚 させ,移 動教室の意欲へっなげさせてい く。

(2)行 事のね らい

・運動会…運動に親 しみ を もたせ,児 童の 自主的,創 造的活動 を育て る。

・移動教室 …移動教室の集団宿泊の生活を通 して
,団 体生活 の楽 しさを味わわせ る。

(3)内 容

研 究 の視点 児 童 の よ さ ・活 動 ・様 子 教 師 の 手 だ て ・支 援

・組 体 操 が とて もよ か った。

・ 「練 習 はっ らか った が ,本 番 で

は100%の 力 を 出 せ た。 」

・VTRで 演 技 を振 り返 らせ ,今

まで の 努力 な ど を思 い起 こ させ

る。
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i ・ 「練 習 で だん だ ん うま くな って ・行事 の始 めにたてた個人のめあ

感動体験 きた し,本 番 に見てい る人が は て,集 団 の 目標 を 思 い返 させ る。

運 事 く手 して くれたので とて もうれ ・自分 の よ か った と ころ ,頑 張 っ
の共有

後 しか っ た 。 」 たところを評価 カー ドに書かせ

る 。

・互 いの よ か った とこ ろを 話 し合

動
屠事で得た ◇努力の過程を大切 にす るよさ

わ せ る。

い さ
◇互 い に励 ま し,認 め合 え る よ さ

・ 「カ ー ドを っ けて い る と反 省 や

・一 人 一 人 の 評価 カ ー ドに ,励 ま

しの言 葉 を 書 く。

友達 のがん ば りがわか って よか

会 った 。 」 「み ん な とが ん ば って

成 功 して よ か った。 」
よ りよい自分

運動会でよ りよい自分に出会 えたという思い

○行事のね らいを知 り,自 分のあ ・行 事 の イ メ ー ジを もた せ る。

事 あて を もっ 。 (活 動計画書 ・資料 ビデオ)

よさを 前○ 集団のめあてを もつ。 ・自分 の よ さや 友達 の よ さ にっ い

0互 いに励 ま し合い,協 力 して行 て書 く評価カー ドの活用
移 生かす

事 に取 り組 もう とす る。 ・行 事 の 見 通 しを もたせ る。

○ グル ー プ学 習 を す る。 ・学習発表会の実施で子 どもたち

の活躍の場を用意す る。

○めあてを踏 まえ楽 しく生活す る ・一 人一 人 の 役 割 を 明確 にす る。

動 当○係 り活動をす る。 ・生 活 の 中で ,賞 賛,励 ま しを 行

日○現地 ・宿舎でのグル ープ行動 う 。

i・ 「自分 の め あ て を忘 れ ず ,行 事 ・行 事 の ね らい を しっか り と意 識

感動体験 事 を楽 しむ ことがで きた。」 さ せ る 。

教
後 ・ 「友 達 の や さ しさを知 り,友 達 ・一 人 一 人 の よ さ や変 容 を 認 め励

の共有
との仲 が さ らに深 ま った。 」 ま す 。

[ ・ 「一 人 一 人 が 自分 の仕 事 を 責 任 ・運動会,移 動教室の行事を通 し

147事 で得たr
を も って 行 動 して い た。 」 て,ど んな点で集団の進歩や高

室 ◇ よ りよ い もの を つ くりだ そ うと ま りが あ った か考 え させ る。

い敵 す るよさ ・日 々の生 活 の 中 で ,自 分 の よ さ

1
◇互 いの努力を認め合え るよさ を 生 か せ る 助 言 を す る。

1
◇ 自己をのばそ うとす るよさ

よりよい自分
移動教 室で,よ りよい 自分 に出会えた という思 い

i
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(4)考 察 …

運動会,移 動教室それぞれの行事での充実感,達 成感を子 どもに味わわせ ることは もと

よ り,そ れ ぞれの行事で得た 自分 のよさを 自覚 し,新 たな意欲へ とっなげてい く働 きか け

を して きた。

まず,互 いを認め合え る子 ど もたちにす るために,行 事当 日まで一言感想を一人一人 に

カー ドに記録 させ,教 師 も助 言や賞賛を記入す るよ うに した。 また集団活動において も教

師が一人一人の よさを認あ励 ます ことによって,子 ど もは自分が認 め られてい るとい う意

識 を もっ よ うにな った。そ して子 どもたちは,友 達の よさを認めてい くという気持 ちや態

度 に変わ って きた。

また,個 人,集 団の明確なめあてをっ くることによ って,活 動 への使命感を もっよ うに

な り,子 ど もたちの意欲 も高ま った。前の行事で得 たよさを次の行事 に もっなげてい こう

とす る意識が生 まれ,各 行事 での 目標 に自分のよ さを表す ようにな った。

実践事例2「 運動会」か ら 「うんどうひろば」へ(1年)

(1)行 事 間をっ な ぐ

・運動会で得 たよさを さらに伸ば し,次 の体育的行事で ある 「マラ ソン大会」にっなが る

よ うな学年 スポーツ大会 「うん どうひろば」を計画 した。

「うんど うひろば」では,運 動会で得た一人一人の よさを さらに深 め,友 達 と運動 を楽

しみなが ら種 目を探すために 「うん ど うたんけんたい」の活動を取 り入れ ることに した。

(2)「 うん どうひろば」のね らい

・運 動会 で一人一人が味わえたよ さを生か して 「うん ど うひろば」の行事 を楽 しむ
。

・学年 の友達同士が もっと仲よ しになる。

・子 どもの思 いや願 いを生か した 「うん どうひろば」をっ くる。

(3)内 容

運

動

会

研 究 の視 点

行事で得た

児 童 の よ さ ・活 動 ・様子

よ さ

・運 動 会 で 互 い に頑 張 った と ころ ,

よか った と ころ,楽 しか った と

事 ころを 発 表 す る。

後

◇仲 よ くで きるよさ

◇教え合 うよ さ

◇最後 までや り遂 げるよさ

教 師 の 手 だ て ・支 援

よりよい 自分

・自分 の よ さや友 達 の よ さ にっ い

て 書 く評 価 カ ー ドの利 用

・教 師 ,保 護 者 の励 ま しの 言 葉 も

カ ー ドに書 き入 れ,子 ど もた ち

に達 成 感 や 所属 感 を味 わ わ せ る。

・運 動 会 で 得 た 一人 一人 の よ さを

次の 行 事 で も生 かす よ うに,励

ま し,賞 賛 す る。

運動会で,よ りよい分 に出会えた という思 い

○ 「うん ど うた ん けん た い」 の 活 動 を通 して,

行 う運 動 を探 す。

「うん ど う ひろ ば 」 で
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ワつ

ん

ど

,つ

ひ

ろ

ま`

よさを

生かす

感動体験

の共有

○運動会で うれ しか った ことを思

い起 こす。

事○運動会で や ってみたいな と思 っ

前 た運動,頑 張 った種 目を発表す

る。

10グ ループで楽 しく運動を探す。

当◇友達 と仲よ く活動す るよさ

日◇友達の発見を認 あてあげ られる

行事で得た

よ さ

よ りよい自分

よ さ

・ 「楽 し く活 動 で きた。 」

事 ・ 「協 力 して 運 動 を探 せ た。 」

後 ・ 「探 検 マ ップが 楽 しそ う。 うん

ど うひ ろ ばが 楽 しみ 。 」

「うん どう ひ ろば 」

・運動会で子 どもたちが興味や関

心を もった種 目について,遊 び

や体育の授業の中で も取 り上げ

る。

・グル ー プ毎 に運 動 を体 験 しなが

ら,「 うん ど うひ ろ ば 」 の種 目

を 探 す。

・見 付 け た運 動 は ,探 検 マ ップ に

ま とめ させ る。

・ 「うん ど うたん けん た い」 の活

躍 を賞 賛 す る。

・ 「うん ど うひ ろ ば 」へ の 期 待 を

もたせ る。

(学年行事)へ

(4)考 察

運動会での感動体験 を共有す ることか らこの 「うん どうひろば」を始め ることによ り,

運動会の事後指導 と次の行事の事前指導をつないで いった。その中で,運 動会で味 わえ た

よさを思 い浮かべ られ るよ うに,「 うん どうたんけん たい」の活動 を取 り入れた。学年で

活動 し,学 級 を超えた交流で得 られ た楽 しさやお互 いを認め合 う大切 さは,行 事を進め る

推進力にな った。体育的行事 にとどま らず,文 化的行事で ある展覧会で も互 いの作品のよ

さを認あてい く姿勢が見 られた。

4ま とめ

(1)研 究の成果

① 子 ど も同士が互いのよ さを多面的 に見付 けるよ うにな った。

② 次の行事 に対す る期 待や意欲が より高 まるよ うになった。

③ 子 どもたちが行事で得た様 々なよさや成果を,次 の行事で生か し発展 させてい くため

に必要な,教 師の支援の在 り方が明 らか になった。

② 今後の課題

① 子 ど もが 自分の変容 を自覚で きるよ うにす るために,行 事 の違 いや発 達段階 を踏 まえ

た指導,支 援を一層工夫 する。

② 行事 を通 して子 どもの変容 を見取 り,一 人一人 のよさを どのよ うに発揮 させ るか とい

う点 にっいて,教 師間の共通理解 を図 る。

③ 各教科の指導 内容 と関連付けて,学 校行事のね らいや時間数をよ り精選す るとともに,

教 育計画の 中での位置付けを行 う。
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